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（５５）【意匠に係る物品の説明】本物品は、基本の構成が、（Ａ）正面が略円形状にして、その表面には中央
に１個の突起が、その裏面には中心を挟んでほぼ１２０°毎に３個の突起が設けられ、鎖の延長方向に一対の連
結部が設けられた部品と、（Ｂ）正面が略Ｈ字状の部品とが、それぞれ交互に配置されたネックレス用鎖である
。
（５５）【意匠の説明】左側面図は右側面図と対称にあらわれるため省略する。本物品は正面図において左右に
のみ連続する。実線で表された部分が、部分意匠（鎖部分を構成する二種類の部品のうちの一部品であり、正面
が略円形状にして、その表面には中央に１個の突起が、その裏面には中心を挟んでほぼ１２０°毎に３個の突起
が設けられ、鎖の延長方向に一対の連結部が設けられた部品）として意匠登録を受けようとする部分である。大
きさは、φ６ｍｍ～φ８ｍｍ程度のものである。この意匠の表面及び裏面には、凹部が形成されており、ここに
は赤外線輻射物質が埋め込まれている。また、図面中、ネックレス全体の長さは、願書添付図面上、約４０ｃｍ
～約４５ｃｍである。
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【ネックレス使用状態参考正面図】

【ネックレス使用状態参考背面図】
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【使用状態部分拡大参考正面図】

【使用状態部分拡大参考背面図】

(4)                       意匠登録１２８１５２５


